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■今回ご参加の目的として、当てはまるもの全てに○を付けて下さい。 

 

１．プログラム内容に関心があった 

（どのプログラムですか：基調講演／特別講演／事例Ⅰ／事例Ⅱ／事例Ⅲ／パネルディスカッション） 

２．登壇者の話に関心があった 

（どなたですか：池田氏／堀江氏／大島氏／黒川氏／木全氏／原田氏／ピーダーセン／木内／野口） 

３．CSRや社会貢献に関わる仕事（業務担当）をしている 

４．国際 NGOとの協働に関心があった 

５．その他（                                      ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「その他」の回答） 

・大学で「コーズ・リレイデッド・マーケティング」の研究を行っている 

・NGOとして同様に企業との共同を模索している 

・CSRの最先端の情報がほしかった 

・CSRの研究、多国籍企業の途上国での CSRの実施について 

・自身の研究が CSRの範囲内のものなのか否かを見定めるための情報収集 

・CSRの実効性を Auditする観点 

・ピーダーセンさんかんらのお誘いがあったから 

・大学の論文作成の参考として 

・来春、CSRや環境に関わる雑誌を発行するため 

・最近よく耳にする CSRについてもっと知りたかった 
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■各プログラムに参加された感想を率直にお聞かせください。もっともあてはまる数字をそれぞれ記入下さい。

（１．大変参考になった  ２．参考になった  ３．ふつう  ４．参考にならなかった） 

 

基調講演（   ）／特別講演（   ） 

事例Ⅰ（   ）／事例Ⅱ（   ）／事例Ⅲ（   ）／パネルディスカッション（   ） 
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■NGO との協働を検討する場合、重要視する点は何ですか？ 

以下の項目について、もっとも重要視するものから（  ）内に優先順位を付けて下さい。（数字を記入） 

 

（  ）活動分野【関心分野：収入向上／教育／保健・衛生／HIV/AIDS／農業／環境 

その他：                         】 

（  ）事業実施国【関心地域：アジア〔特に             〕／アフリカ／中南米 

中東／東欧／その他：                   】 

（  ）NGOの理念やポリシーへの共感 

（  ）NGOの国際性 

（  ）NGOの専門性 

（  ）NGOのアカウンタビリティー（事業内容や会計の透明性） 

（  ）社員参加型プログラム実施の可能性 

（  ）その他（                                   ） 
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（「関心ある活動分野：その他」の回答） 

 ・デジタルデバイド、ＩＴによるユニバーサルデザイン 

 ・地球温暖化対策、生物多様性 
 

（「関心ある支援地域：アジアの具体例」の回答） 

 中国（6）、ベトナム（4）、カンボジア（1）、フィリピン（1）、インドシナ地域（1）、日本（1） 
 

（「その他」の回答） 

 ・OB参加型 

 ・NGOの活動規模（より大きな成果を出せる NGO） 

 ・団体の活動が社会課題の解決にいかに効果的に作用しているか 

 ・実績・組織 

 ・事業結果の検証（実施した援助が目的とする人に行き渡っているか、意図が途中でねじま 

げられていないか、表面的な一時効果にとどまっていなか等についてのレポート作成） 

 ・どれも大事で優先順位はつけれないです 
 

 

 

■NGO と協働を検討する場合、実現可能性の高い協働形態について３つ○をして下さい。 

 

１．法人会員としての支援  ２．特定事業への寄付  ３．緊急支援活動への寄付 

４．自社商品・サービスの無償提供や割引 ５．コアビジネスを通じての共同事業実施（CRM含む）

６．企業の海外現場における協働 ７．社員の国際協力活動に対する理解・参加の促進 

８．その他（                                     ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「その他」の回答） 

 ・もっと参画型の協働をしていきたいのですが 

・大学と NGOが協働して、各分野での CSRのケース・スタディ・モデルを作ってみては？

「机上ではこういう提案がありますが、実際にやってみる気はありませんか？」と企業に 

問うみたいな… 
 

 

 

 

以上 

実現可能性が高いNGO協働形態
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